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１．単元名 平和への意見文を語り部さんに伝えよう！  

２．教材名 「未来がよりよくあるために」【資料】「平和のとりでを築く」 

３．指導にあたって 

本学級の児童は，「学級討論会をしよう」の単元で，クラス全体で討論大会を行った。討論する前には，自

分の意見をもち，討論大会に臨んだ。しかし，ほぼ固定された児童の発言で終わることが多かった。６月に

とった研究アンケートの「自分の考えをすすんで伝えていますか」という項目においても，約３割の児童が

否定的な回答をしている。これらの事実から，折角，学んだり，考えたりしたからこそ得られた自分の考え

を，中々表現できないでいることが分かる。また，意見を書いても，主観的な意見に偏り，根拠を確かにし

て説得力のある文章を書けていないことも本学級の課題の一つであると考える。 

 従って，本単元では，意見を進んで伝える力と説得力のある文章を書く力の２つの力をつけることを目標

にする。２つの力をつける為に「平和への意見文を語り部さんに伝えよう！」と題して，未来が平和であ

るために自分たちが今何をすべきかを意見文にまとめ，その意見文を語り部さんに伝える活動を取り入れる。

使用する教材「未来がよりよくあるために」は，構成の仕方や反論の書き方等の意見文の書き方を学べるだ

けでなく，考えを深める為に，毎時間自分の意見や根拠,反論等を考えるに当たって自分の意見を伝える活動

の場も設定し易いので，考えを進んで伝える経験も積める。また，児童は，総合的な学習の時間で「平和」

について学習してきており，既有の情報を整理し，意見文の構成を考える際には，それらの知識を活用でき

る教材でもあるので,全員の児童が意見をもちやすいものとなっている。 

 指導にあたっては，まず，第一次で，「平和への意見文を語り部さんに伝えよう！」と単元のゴールを示

し，見通しをもたせる。また，他人に意見を伝えるには，自分勝手な主観的な意見ではなく，相手を「なる

ほど」と思わせる説得力のある「意見文」でなければならないことを伝える。第二次では，意見文の書き方

を学び，実際に意見文を書いていく。まずは，教材の「未来がよりよくあるために」を使い意見文の書き方

の基本を学ぶ。そして，次時からは，一気に文章におこすことが難しい児童もいるので，前時で学んだ構成

表の通り「自分の意見」「根拠」「反論」「まとめ」の４つを１時間に１つ書いていくというように，１つ１つ

順番に考えさせる手立てをとる。「自分の意見」をつくる際は，「平和である」とはどういうことかについて

の自分の意見をイメージマップを使い考えさせた上で,未来に向けて自分は何が出来るのかを考えさせる。そ

して，自分の意見を裏付ける根拠になりそうな情報を修学旅行でとったメモやインターネット，図書室での

本を基に調べさせる。「反論」を考える際は，「なぜ反論が大切なのか」と「反論の書き方」をおさえた上で，

「予想される反論とそれに対する自分の意見」を考えさせる。本時では，前時で考えた意見文の中の「予想

される反論とそれに対する自分の意見」が説得力のあるものになっているかを話し合いで確かめる場面を設

定している。反論とは,そもそも他人からうまれるものである。従って,この時間に話し合いを入れ自分以外

の相手に読んでもらうことで，「生きた意見」を聞くことができ，自分の意見に対してより密につながった反

論を考えることができるであろうと考える。第三次には，第二次で書き溜めていった構成表を基に,意見文を

書いていく。書いた意見文は,第二次で学習した「書き方の工夫」が使われているかという観点で友だちと意

見を交流し,自分たちで評価をすることで学んできたことをより深めたい。そして,それと同時に,自分たちの

今考えうる精一杯の意見文を語り部さんに送ることで,自分たちの思いが語り部さんに届くことを期待して

いる。 

 



４．単元目標 

・平和について様々な情報を集め，友だちとの話し合いを通して主体的に意見文を書こうとしている。 

・お互いの意図をはっきりさせながら，質問やアドバイスを入れながら話し合うことができる。 

・自分の意見に説得力をもたせるように具体例や資料を集め，意見を明確に伝えるために文章全体の構

成の効果を考えて書くことができる。 

５．指導計画（全１３時間） 

 学習の流れ 指導上の留意点 

第
一
次 

２
ｈ 

１）「平和」から連想されるキーワードを考える。 

２）単元のねらいを知り，学習の見通しを持つ。 

 ・未来が平和であるために自分が何をすべきな

のかの意見文を書き，表明することを伝え，

そのために教材で学ぶことを知る。 

・１学期に行った「平和」と今考える「平和」 を

比較することで，見方に変化があったかを確認

させる。 

・見通しをもたせることで，学習する必要性を感

じさせ，意欲をもたせる。 

第
二
次 

 

８
ｈ 

３）意見文の構成を考える。 

 ・教材「未来がよりよくあるために」を使い，

意見文の書き方の工夫を考える。 

 

 

 

４）「未来が平和である」ために,自分が今できる

ことの意見を書く。 

 ・構成表の「はじめ」にあたる自分の意見を整

理し，１つに絞る。 

５）６）自分の意見の根拠となる出来事や資料を

探し，整理する。 

７）反論の書き方を知り，反論を書く。 

８）自分の書いた反論に説得力があるかどうかを

検討する。（本時） 

 ・書いた反論は説得力があるかどうかを，話し

合いを通して，検討していく。 

９）自分の意見と，まとめを書く。 

・拡大表示した意見文を見せ，全員で考えていく

ことで，視覚的に理解させる。 

・書き方の工夫は，双括型，文末が常体であるこ

と，意見に対する根拠，反論が書かれているこ

と，具体例が用いられていることが見つけられ

ればよい。 

・意見を書く際は,「～～。そのために,～～。」と

いう型を使うことで,書く抵抗を少なくする。 

 

 

・必要であれば，インターネットや図書室で資料

を収集させる。 

・反論の中の反対意見の部分はレベル分けする。 

・クラスの友だちに意見をもらうことで，自分で

は気がつけなかった新しい視点に気づかせる。 

・自分の意見を before・afterとして見られるよう

にワークシートを２枚使用することで，友だち

の意見で自分の意見が変わったことを感じさせ

る。 

第
三
次 

３
ｈ 

１０）「書き方の工夫」を基に意見文を書く。 

 

１１）意見文を交流する。 

 ・友だちと意見を交流する。 

 

・書き方の工夫を基に友だちにアドバイスをもら

ったり,一人で推敲したりしながら完成させる。 

・書き方の工夫を基に「いいところ」と「直すべ

きところ」を意見文に書き込ませていくことで，

後から自分がみても,どこが良くてどこを直す

のかを明確に示す。 

 

 

 



６．本時の学習について 

（１）本時の目標 

  ・自分の意見に説得力をもたせるための予想される反論と，それに対する自分の意見を書くことが

できる。 

  ・話し合いを通して，自分の意見をより強固なものとしたり，深めたりすることができる。 

（２）本時の展開（８／１１時） 

学習活動 主な発問と予想される児童の反応 指導上の留意点☆評価（方法） 

１．本時の学習の見通しを

もつ。 

 

２．めあてを考える。 

 

 

 

３．反論の書き方を確認す

る。 

 

 

４．反論が有効かどうかを

話し合う。 

・班で交流する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体での発表 

５．振り返りを書く。 

 

○今日の授業では、段落のどこを自分

の言葉で書きますか。 

 

○本時のめあてはどうしますか。 

 

 

 

○反論の書き方を確認しましょう。 

 

 

 

○今，自分が書いている反論が説得力

のあるものと言えるでしょうか。 

・言いたいことが伝わってきていい。 

・予想される反論部分は自分の意見の

裏返しになっているからいいね。 

・根拠の部分が正しいかどうかを考え

られているね。 

・予想される反論部分に対しての自分

の考えがもう少し具体的に書けて

いたらいいよ。 

・私は，戦争がなくならないという反

論を考え，それに対する意見は，確

かに０にはならないかもしれない

けれど，せめて自分たちが戦争のひ

どさを伝えていけば０に近づくと

考えた。 

 

○本時で学んだことを書きましょう。 

・△△さんに教えてもらって反論の書

き方が分かった。 

・反論を書くと自分の意見に説得力が

出ることが分かった。 

・本時が単元の中のどこの位置

づけかを確認した上で，本時

での学習課題につなげる。 

・自分たちでめあてを考えるこ

とで，本時で何ができたらよ

いのかを意識づける。 

 

・反論は「意見に直接反論して

いる」か「根拠に反論してい

る」という２つの書き方にし

ているかを確認して、次の活

動へつなげる。 

・before/after が分かるように

下書き用のワークシートに書

かせ，一人学びと話し合いと

の後での自分の意見の変化を

視覚的に分かるようにする。 

・話し合いでは，３つのポイン

トをもとに意見を交流し合う

ように声かけをする。 

・友だちとの交流の結果，意見

を無理に変えなくても，良い

ということを伝える。 

・班長が司会をするなど、班で

の役割分担や話し合いの決ま

りを確認する。 

☆反論と，それに対する自分の

意見を再度書くことができた

か。 （発表・ワークシート） 

☆話し合いを通して，自分の意

見を強固にしたり，深められ

たりできたか。 

（発表・ワークシート） 

自分が考えた反論が有効かどうかを班で話し合おう。 

交流の３つのポイント 

・意見と反論がつながって

いるかどうか。 

・２つのレベルに分けて書

けているか。 

・２つのパターンのどちら

が，なぜ有効か。 

 

振り返りのポイント 

・友だちのアドバイス（具

体的）によって変化（強

固）したところ。 

・友だちの反論で参考にな

ったところ。 


